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Fド華メ即 I口凛菫「臓●A』 出嗅こトークの癬義鷹』にあたoτ

「隣る人」上映実行委員会代表 浅川 周二

しながわチャイルドラインではこどもの声を聴く活動とともに地域に発信することも大切にしています。

昨年は水谷修氏講演会を品川の子どもに関わる多くの団体と共に実施することが出来ました。

今年もこの絆を深めると共に、子どもたちの住みやすい街を目指して、ドキュメンタリー映画「隣る人」の企

画を実施することとなりました。

この題目を見た時、「隣り人を自分のように愛しなさい」との言葉が思い浮かびました。「隣る人」となるに

は子どもをすきになり愛することで、自分の心の中に、子どもの居場所を作ることです。

この事は自分の心の一部を、子どもに明け渡すことによつて、可能になります。人は自分の存在を認めら

れて、人と繋がることで、生きて行けると思います。隣り人になる為に、一番大切な事は悩みや苦しみの

中にある、子どもたちに寄りそつて、子どもの居場所になることです。

「隣る人」の上映会を通して、子どもに寄りわ 事を学び、「隣り人」を増やしていき、

子どもち がより住みやすい社会を、作りたいと思います。

「血がうながっていなくてもいい、
血がつながっていてもいい。
自分を大切に想ってくれる人がいることを
子どもが知り、六人がそのことを子どもに
伝えようと思えますよう:こJ      :、 .11

稲塚由美子 (『隣る人農企画者)

『隣る人』は児童養護施設「光のこどもの家」で部 しに密着してその葛藤の日々 、8年間を描いた映画です。

最初は家族の日常が、そして徐々にいろいろのことが起こつてくる。そこから見た方が、いろいろなものを拾つ

てくださればいいと思つています。

チラシにある『誰もひとりでは生きられない』という言葉にはいろいろな意味があります。児童養護施設の話だ

けでなくて、お年割 のこともあるし、友達同士だってあると思う。

誰かが誰かをひとりの生きている人間として目をやる、心をかける。そのことが人を生かすことになるということ

を感じていただければいいなと思います。

～第30回 女のしやベリ場(2014.4.14)ゲスト稲塚由美子さんをお迎えして～バンフレットより抜粋～

輯
=響



嗅画 E隣ろA]      に参加して
NPO法人品川こども劇場 三上 祥子(みかみ しょうこ)

品川こども劇場は、38年前にテレビに向きがもなわが子、友達、さらに地元品川の子ども達に生の演劇を

みせたい、と子育て中の親たちが作つた任意団体で、長い間会員制の会として運営していました。

しかし活動を続ける中で会員のみならず、品川の子どもたちすべてに文化を届けたい、との思いで法人格

を獲得し現在に至つています。

品川こども劇場が法人格を獲得し地域の活動に参加することで、ここ数年は地域で活躍している様々な方

たちや、団体と出会う機会が増え、いろいろな方面で品川を良くしようとがんばっている方がいらつしゃる

のを改めて実感しています。

そして、そんな縁から昨年度の水谷先生の公演会に引き続き、本年度も映画「隣る人」上映実行委員会に

参加させていただいてます。

皆さんの熱い思いと使命感に後押しをされながら、品川こども劇場で培つたスキルが少しでもお役にたて

れば、と思つています。今後ともよろしくお願いいたします。

「隣る人」上限へ向1■τ

教育サポートセンターNIRE中塚史行

発達障害の子どもたちや、ひきこもりの若者たちなど、さまざまな背景や困難を持つ子ども日若者の支援を

するNPOを主宰しています。「支援」というと、なんだかお互いの関係が水平でないような気がして、もっと

「お互いさま」の関係でこの仕事ができないものかなあと思つていました。そんなとき「隣る人」という映画を

知り、まさにこのタイトルが私たちの仕事の立ち位置を言い当てていると思いました。

困難に直面している子どもや若者たちと向き合うとき、私たちはどうしてもまず「なんとかしなきゃ」と介入し

がちです。それは悪いことではないのだけれど、かれらの自立を考え、社会の厳しさを乗り越えていくた

めには、「こういう力も必要Jなどという「心配」から世話を焼いてしまいがちです。もつと子どもたちや若者

たちの持つ力を信じて、かれらを信じ、かれらの力が発揮できる社会づくり、地域づくりにこそ力を注ぐの

がt私たち大人の役割なのかなと思います。「隣る人」を観て、一緒に考えていきたいと思います。

☆2014年 7月 22日 (火 )
14:00/19:00(脇回30分詢

品川区総合区軒 ゆりあん小ホール(JR・東急大押叩職引ま)

・参加費 500円

・保育=昼の回のみあり(事前予約)1500円

・手話通訳=夜の回のみあり

☆各回上映後には児童養護施設「光の子どもの家」理事長、菅原哲男氏

&この映画の企画者、稲塚由美昇さんのトークを予定しています。

*詳細、お申込みについては下記までお問合せください

☆主催:「隣る人」上映実行委員会・NPO法人しながわチヤイルドライン

後援:品川社会福祉協議会口品川区日品川区教育委員会

助成:東京都協同募金会

☆問合せ :NPO法人しながわチャイルドライン事務局

03(5462)2868   kkumim"OouuOdtjp

「上映とトークJ
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2014年度しながわチヤイルドライン第13期 受け手・サポーター養成研修

～聴いてもらうここの意味～
主催 NPO法人 しながわヽ くJ畔フイン
後濃 品Ill区 品:lI区教育委員会

募集要項は裏面をご覧下さい。
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チャイルド脅
開校式 チヤイルドライン
ア活動なのでしようか。

「聴 く 」 こ
名前も顔もわからない子と

の中心です。アドバイスはi

いうこととはロロロ?

子どものA樺「
体と心をめいつぱい動かし

考えてみましょう。

お互いを知る■―ク
学んだことを振り返りながらお互いをもつと よく
知つてみましょう。

子ども達の 「性 」
「性の話し」いのちを営む中で私たちは性をどう

捉えたら良いのでしようか?

虐 待 を 受 Itた子 ども に寄 ιI添 う
児童虐待と実態を知り、傷ついた子どもにどうの よう
に寄りわ たらいいのかを学びます。

r● 0輝 く築顔
易活動の第一人である天野氏は、

〕がある」と・・・

しながわチヤ倒レド
ライン スタツフ

10月 1日
(水 )
19時ん21時

11露日

19限レリ211路

10月 15日
(水 )
19時～21時

末松TAコミュ靖 イ研究所所

長 臨床心理士

末松 渉氏

NPO法人あそび環境Myuse
umアフタフロバーバン

代却葬北島 肖志氏

しながわヽ くJレド
ライン スタツフ

10月 22日
(水 )
19時ん21時

10月 29日
(水 )
19時～21時

明星学園ノ1ぜ判隣劉諭

川松 泰美氏

社会福祉法人

子どもの虐待防止センター

囃 松■ 博雄氏

11月 5日

1941二 時6

7

大正大学特命教授 NPO法人日本

冒険遊び場づくり脇会

膵 天野 秀昭氏

11月 12日

19基査ら
｀
1時
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しながわチヤイルド
ライン スタツフ

末松TAコミュニテイ研究所所

長 臨床心理士

末松 渉氏 他
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しな力締チャイルドライン期

募 集 事 項

対     象 しながわチャイルドラインの「サポニター」や「受け手」
に、興味のある16歳以上の方
公開講座は、テーマに興味のある方

※ サポーター 自分ができる範囲で、活動を支えたり
応援してくれる人

※ 受け手 子どもからかかってくる電話を受け、子どもに

寄り添い話を聴き、一緒に考える人

定     員 通し参加 20名  公開講座 50名
参 加 費 用 全 11回 一般 67000円 学生 3,000円

(初回に受付でお支払い<ださい)

公開講座のみの場合 6∞ 円

申し込み方法 メ■ノ助 往`復はがきに、11回通し参加か、 公開講座のみ
参加かと、氏名、年齢、郵便番号、住所、電話、(あれIう

メールアドレスを明記し、下記までお申し込みください。

折り返し、お返事をさせていただきます。

申し込み締切 申し込み先着順
※ 通し参加最終締め切り 9月 24日 (水)
※ 公開講座は事前に定員に達していない場合

当日会場受付で申し込み、参加できます。

申し込み 喜問い合わせ先

NPO法人しながわチャイルドライン

住所 :〒 140-0011品川区東大井5-14-3
E―lna i l :sinagawachildline《photmail口 oom

丁EL/FAX:03-5462-2868

チャイ″Lドラインこは?

チヤイルドラインは、18歳までのこどもが、悩んでいることや誰力可=聴
いてもらいたいことなど、どんなことでも 話すことのできる電話で、全国
各地にあります。

しながわチャイ″ιドラインー
しながわチャイルドラインは13年前に活動を始め、10年前から毎週金

曜日に常設開設するようになりました。毎週50本以上の電話がかかつてき

て、子どもの話しに 真剣に耳を傾けています。
毎週金曜日  開設  4時～7時  5781-8114

7時～9時半 3494-8872
4時～9時  0120-99-7777

◎～上映準備～上映～その後～♪ ～～～～ ♪ ～～～～ ♪ ～～～～ ♪ ～～～～ ◎

私の周りには、まっとうに仕事をし、ボランティアもし生き生きしている人がたくさんいてそんな方々に出舗 たびに感動をして

います。今回はまた考えさせられ、感動するドキュメンタリー映画にも出会えました。

この映画を通して日々 の暮らしを見つめ、語らいあえたら・・・そんなことがより居心地のよい居場所を作っていくんじゃないかな

2013年度総受信数3719件

フlJ―ダイ:ヤル2126件

直通ダイヤル1593件

子どもから受電1363件

男の子から819件

女の子から405件

不明  139件
会話成立1■53件

0全国の総発信押 06503件

全国の総着信数205091件

平均通話時間5分52秒

10分趾 α瀾巨譲 6002件

ぁ～～と、上喝 そしてその後もチョー楽しみです。 「隣る人」上映実行委員会 事務局長 ノlヽ林けさみ


